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今後について

【
Ｄ‐

ｓ
ｙ
ａ
ｓ
】

【
Ｄ‐

ｓ
ｙ
ａ
ｓ
】と
は
、動
態（
Ｄ
）・
車
両
管
理（
ｓ

ｙ
ａ
）・
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
）
の
略
称
で
、
災
害
種
別
、

発
生
場
所
、
覚
知
時
間
及
び
災
害
番
号
、
各
隊
の
活

動
状
況
を
一
括
で
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ

ム
（
マ
ク
ロ
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
）
を
指
す
造
語
で
す
。
従

来
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
や
警
防
作
戦
図
で
車
両
動

態
や
事
案
等
を
管
理
し
て
い
ま
し
た
が
、
事
案
が
多

く
な
る
と
適
切
に
管
理
出
来
な
い
な
ど
の
課
題
が
あ

り
ま
し
た
。
消
防
車
両
の
多
い
東
淀
川
消
防
署
が
こ

の
管
理
方
法
を
独
自
に
活
用
し
て
お
り
、
此
花
消
防

署
に
も
取
り
入
れ
ま
し
た
。
消
防
車
両
の
出
場
可
否

や
隊
の
活
動
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
非
常
に
有
効

で
、
特
に
所
轄
大
隊
本
部
運
用
時
に
お
い
て
は
、
署

情
報
表
示
盤
、
端
末
制
御
装
置
の
よ
う
な
役
割
を
果

た
し
、
効
果
的
な
大
隊
本
部
の
運
用
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

此
花
区
は
浸
水
予
想
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
車

両
動
態
に
「
退
避
中
」「
退
避
完
了
」
を
追
加
し
ま

し
た
。
ま
た
、
警
防
情
報
（
イ
ン
フ
ラ
等
）
の
一
括

管
理
、
各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
リ
ン
ク
を
ク
リ
ッ
ク
す

る
だ
け
で
閲
覧
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
Ｔ

ｅ
ａ
ｍ
ｓ
の
共
有
機
能
を
使
用
し
た
事
案
の
同
時
入

力
も
可
能
で
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
作
業
の
効
率
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　【
震
災
に
お
け
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
】

大
阪
北
部
地
震
で
は
電
話
回
線
が
パ

ン
ク
し
た
一
方
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
は
利
用
で
き
た
た
め
、

こ
れ
ら
の
ツ
ー
ル
は「
緊
急
時
の
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」と
し
て
有
効
な
通
信
手
段
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

此
花
消
防
署
で
は
、
こ
の
経
験
を
活
か
し
、
震
災
時

の
職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り
円
滑
に

す
る
た
め
に
、震
災
用
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
グ
ル
ー
プ
を
作

成
し
有
事
の
際
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

実
際
に
令
和
６
年
１
月
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
の
際
に
も
、
現
地
で
の
職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
役
立
ち
ま
し
た
。

有
事
の
際
は
、
事
前
計
画
に
お
い
て
他
署
の
職
員

も
此
花
消
防
署
に
参
集
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
非
常
参
集
し
た
此
花
消
防
署
職
員
以
外
の
職
員

も
利
用
で
き
る
よ
う
、二
次
元
コ
ー
ド
を
作
成
し
受
付

場
所
へ
掲
示
す
る
こ
と
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
グ
ル
ー
プ
へ

の
加
入
が
可
能
と
な
る
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

震災マニュアル
紹介

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
上
町
断
層
帯
地

震
な
ど
に
備
え
、
様
々
な
強
化
策
を
講

じ
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
此
花
区
は
大
半
が
浸
水
予
想

地
域
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
管
内
の
い

か
な
る
場
所
で
活
動
し
て
い
て
も
早
期

に
消
防
車
両
が
退
避
で
き
る
よ
う
、
大

型
物
流
倉
庫
等
を
保
有
す
る
民
間
事
業

所
と
の
協
定
を
結
ぶ
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
防
災
訓
練
を
通
じ
た
啓
発
活
動
を
積
極
的

に
実
施
し
、
有
事
の
際
、
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ

た
「
自
助
・
共
助
」
体
制
の
強
化
も
必
要
で
す
。

　
引
き
続
き
、
所
轄
大
隊
本
部
設
置
訓
練
は
当
然
な

が
ら
、
先
に
述
べ
た
火
災
調
査
事
務
や
、
り
災
証
明

発
給
事
務
な
ど
様
々
な
訓
練
及
び
研
修
を
定
期
的
に

実
施
し
、
災
害
時
の
適
切
な
対
応
力
向
上
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
速
や
か
に
再
開
で
き

る
体
制
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
万
博
開
催
に
向
け
て
】

　
大
阪
・
関
西
万
博
開
催
を
控
え
、
防
災
教
育
や
災

害
対
応
計
画
の
策
定
な
ど
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
進
め

て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
開
催
期
間
中
は
各
国
か
ら
多
数
の
要
人
や
観
光
客

が
此
花
区
を
訪
れ
ま
す
。

　
万
博
会
場
に
は
我
々
の
活
動
拠
点
と
な
る
万
博
消

防
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
す
が
、
万
博
開
催
期
間

中
に
お
い
て
も
震
災
が
発
生
し
た
際
、
的
確
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
事
前
の
準
備
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
正

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　

　
そ
の
た
め
に
は
、
研
修
や
訓
練
等
を
行
い
、
全
て

の
職
員
が
震
災
に
対
し
て
真
摯
に
向
き
合
い
、
よ
り

良
い
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
そ
う
い
っ
た
取
組
に
よ
る
「
万
博
成
功
」
の

実
現
が
、
市
民
を
守
る
こ
と
に
繋
が
る
と
考
え
ま
す
。
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近
い
将
来
、発
生
が
予
想
さ
れ
る
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
上
町
断
層
帯
地
震
。

令
和
６
年
度
消
防
局
運
営
方
針
に
掲
げ
る
「
大
規
模
災
害
へ
の
対
応
力
の
強

化
」は
、ま
さ
に「
消
防
局
一
丁
目
一
番
地
」。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
、
各
署

の
震
災
対
策
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

此花消防署

此花区は人口約６万５千人、大阪市の西部に位置し、大阪市内で唯
一、石油コンビナート区域を抱える行政区である。第４類危険物や禁水
性物質を取り扱う事業所が多数存在する一方で、国内外から多くの人が
訪れるユニバーサル・スタジオ・ジャパンや2025年に大阪・関西万博が予
定される夢洲地区など、アミューズメントエリアも盛んな行政区である。
　

震
災
実
務
担
当
者

消
防
司
令
補

　大
平

　歩

　

消
防
士
長

　
　石
澤

　利
樹

　
此
花
区
に
は
多
く
の
埋
立
地
が
あ
り
、

過
去
に
は
、
地
下
水
く
み
上
げ
に
よ
る

地
盤
沈
下
が
発
生
し
た
こ
と
も
あ
り
、

地
震
発
生
時
の
液
状
化
リ
ス
ク
も
高
い

と
い
う
特
性
を
持
っ
た
地
形
で
す
。
ま

た
海
抜
０
ｍ
以
下
の
地
域
も
多
い
こ
と

か
ら
、
津
波
に
よ
る
甚
大
な
浸
水
被
害

が
発
生
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
津
波
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
少
し
で
も
早
く

「
高
い
」
場
所
に
避
難
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
此
花
区
に
は
津
波
避
難
ビ
ル
が
少
な

く
、
避
難
場
所
の
確
保
が
課
題
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
事
情
か
ら
、
令
和
４
年
、
此
花
区
と
港
区

に
か
か
る
「
安
治
川
大
橋
」（
４
０
０
ｍ
）
と
此
花

区
伝
法
の
「
正
蓮
寺
橋
」（
60
ｍ
）
の
歩
道
部
分
が
、

災
害
対
策
基
本
法
第
49
条
の
４
の
規
定
に
よ
る
「
指

定
緊
急
避
難
場
所
」
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

新
た
な
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
場
所
に
は
耐
震
性
の
あ
る
避
難

階
段
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
約
２
０
０
０
人
の
避
難

が
可
能
で
す
。

此花区の
震災対策

　
此
花
消
防
署
は
、
大
隊
本
部
設
置
訓

練
以
外
に
も
年
間
を
通
し
て
様
々
な
研

修
や
部
分
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
り
災
証
明
発
給
事
務
は
被

災
者
（
市
民
）
の
生
活
再
建
の
ス
ピ
ー

ド
を
左
右
す
る
も
の
で
あ
り
、
速
や
か

に
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
震
災
活
動
中
は
火
災
原
因
等
の
調
査

は
原
則
と
し
て
実
施
し
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
余
震
や
新
た
な
災
害
が
発
生
し
な
い
と
予
測
で

き
た
時
点
で
、
り
災
証
明
書
を
発
給
す
る
た
め
に
必

要
な
火
災
調
査
を
実
施
し
、
災
害
対
応
と
並
行
し
て

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
再
開
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
当
署
で
も
膨
大
な
件
数
の
処
理
が
予
想
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
火
災
調
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
　（
震
災
編
）
を

基
に
、
速
や
か
に
り
災
証
明
書
の
発
給
が
で
き
る
よ

う
に
座
学
形
式
で
の
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

此花消防署の
震災対策

正蓮寺橋

安治川大橋
（上記写真）
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